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木材認証を通じた県産材の普及について

長野県林務部信州の木利用推進線加藤健

1 はじめに

信州木材認証製品セrター(以下認証センター)では、一定基準(認証基単)に基づき長野県産丸Jに

を製材 加工した質の高い県産木製品をfd州木材認証製品として認証しています.

平成 16年 11月 1口から平成 17年 10月 31日までの 1年問、恥は長野県林務部から研修派遣という

形で認証センターの業務にlJ¥わり、「長野県産材で家を雄てたい」とb、う消費者、に対し、より信頼性が高

く充実した木製品をお届けするため、fG州木材認証制度の検討 ・見直し作業を行い、制度の改正を行っ

たので、その取組みについて御紹介します。

2 慣州木材飽!A製品センターの概要

2. ， 認阪センターの車車内容

認荘センターは、県産材利用の普及のため炊の'fl業

を行っています.

1 )インターネジトホームベージ rf.州木議ネシ

トJをlfIいて行う、 一般ユーザー向けの県産

材情報(認証工場唱部JiE製品、県産材住宅等)

の挫供に閲する事業

2 )県産材の認証に|到する事業

3)県産木製品の普及啓蒙に閲する事業

4) その他、県産木製品の需要拡大に関する事業

2. 2 認柾センターの全員について

認証センターは放の会員により構成されています.

A種会員認慌工場会員(製材加工工場)
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県産材情報が満艇のインターネットホ ム

ページ 『信州木畢ネット』

日陳全日 木材流通販売業及び認証工場以外の製材工場

C種全日 設計事務所会員

4H土
2 1社

10 社

1 7干土D種会員 工務庖会員

E種会員 指針生産販先業、森林所有者会貝

特別会口県産材叫Jiili団体
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平成 18年 1月 31R現在、長野県内の 105社(盛観吉む)の県産材関連企業が認紅センターに

加問しています.
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2. 3 他県における認証制度の実施状況

全国では、右表のとおり 15県において

認証制度を取り入れた地域材の普及活動が

行われています.

長野県の認在制度は、岐阜県に次いで全

国2番目に開始された制度であり、制度的

にも内容的にも充実しτいます.
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消費者の要盟に応えうる良質な木製品を安定的に供給 LY~産材の需要拡止を図ることを目的に、 1993

年(平成5年)に「信州木材製品認証センターJが設立され、 一定基準(認紅益増)に基づき長野県産

丸太を製材 加工した質の商い木製品を認在製品として認証する f信州木材製品認証制度」が創設され

f、 ました.

また、 2002年(平成 14年)には、信州木材製品に関する情報を総合的に収集・管理した f{書州木材

製品流通情報センターJが設立され、 f信州木楽ネット」が開設されました.

{菖州木材製品認証センターと流通 ・情報センターは共に、高品質な県'E材製品の安定的供給や備要拡

太と林業 田木材産業の仮興を図るという共通の目的を持つ団体であることから、 2004年(平成 16年)

に同団体が合併し現行の「借州木材認紅製品センタ

一」が設立され、現在 105祉が加盟し運営されて

います.

4 県産材を認値する必要性

4. 1 歴史的背景

長野県は、保土面積の 78%を森林が占め、森林

面積が全国で3番目の森林県です.森林の約4骨l強

f、 が人工林で、その多くは戦後造林されたカラマツ

ヒノキ、スギなどの樹種であり、ょうやく 40年生

-50年生に成長し利用が可能な時期を迎えていま

す.

長野県の人工林において特筆すべきことは.カラ

マツ造林についてです.

カラマツは郷土樹植であることに加え、高冷地で

の造林に適していることから、人工林の 50%を越

える森林で造排が行われ、ょうやく今日利用が可能

な大きさに育ってきたところです.
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4. 2 カラマツの欠点

しかしながらこのカラマアを建築材として使用する際にはいくつかの間題点があります.

それは、「ヤニが出やすい」性質と「材がねじれやすい」性質です。

県の林務部としても、県産材の利用推進に量点を置いているとは言え、クレームが生じるような木製

品を推奨したなら県産材の普及につながりません.そこで、欠点が生じない、然るべく製造工程を経て

製造された木製品を県民の皆さんへお勧めする必要・

があるのです.

今日では、製村技術と乾燥技術等の技術車新によ

り、施設と技術を有している製材工掲で腿造された

カラマツ製品であれば、材の性質的な欠点をなくし

一般的に使用できるようになってきています.

認証制度では、そのような製造が行える製材工場、

又は劉品について認mE基準を満たしている場合、認

liE製品として認証することで、県産材の普及を行っ

ており、県カミ県i!f.材を推進していく上で最も重要な

制度だと位置づけているところです。

5 m阻制度の概要について

信州カラマツをふんだんに使用した住宅の冊

認1正製品は、長野県産のカラマツ、ヒノキ、スギ、アカマツ句を原料に、合水串、品質、寸法等に関

する厳しい認祝)"準を満たしている信頼性の高いlJl築材です。

信州木材製品認証制度には、製品を認証する[製品認証11: 、製造工場を認証する [工場認証]があ

ります。

認柾対象品目
認t正制度の概要

飽旺対..品目 鮒 初

-、

I 針{到乙底樹樋帰情途盗併m製}材 過し柱、普住‘間住‘』巨額など

11 針(業叩捌種例情浴遺併用}制材 上制限台木 大筋引かい梁火桁打髭胴火浸打土自降E台E角重線，.な本ど
旦主三三二〕へ

'" 針』距樹選作m..材

IV 針{案壁樹..造家作用11ft恨j開材帳}

V 民成材

¥1 7ローリング

1百家具、雄品噂

咽掛.，樹接措置ね襲

創業制m 
下地製材

IX その他
働集樹キ
デ?~~

般居‘'厨、 畏押、天井艇など

慢板{仕上げ材のみ対4陸上京良川原恒

M遺R造作用開等(大寸断面、製中断面 小断面幅)
べての品.家具刷原版

10層、複合7ローリング

健相襲ヲ、f桁-などど(7インピム‘トリプルピム.
テト司 JVt&~)

野撤‘胴縁.化植野地ほか

デyキ材噂エタ"テリア部材
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主な輯艇基'"

合水調和

."'."僻などの道豊作併

I¥l絞フローリングなど
内総材とすべての集成材f

俊樹監ね!It

F地材
デγキ材

10土 3%

例locエレメントが15%以 F
20%以下
何時盗JIIデフキ材 20%以下
(カラマツ アカマツ心持ち針は15%以円

2006.8 

アカマツ心待ち併は15%以下}

.アカマツ心神ら併は15%以円
いわゆる
『舵蝿柑』
です.

等 級

強度等級(1-3級またはE50-150など}

1-3級節の大きさなどを測定して区分する術保u

人の日で億総して決める.
50-150 :UU)拍.....". r留守

r 
t It 

仕上げ 健機後後き直し句のlEい修正処寝&.ぴ，壁面寸法行上げがなされ
たもの

帆仕上げ 舵鎌俊後きilIし等の狂い修正処理を行い&00'寸法仕上げがなさ

6 制度改正の向容について

6. 1 制度改正の背景

県住宅部の県産材使)lJ{j;''EへのJjlJ成事業である rjj!州ふるさとの住まい助成金J'II'荒や稲術山轟護学

校句の公共'IC業などで、認証拠品の需要がここ数年でJ1'Jj(;してきており、その需要に対応し認紅工場の

数も~，{J.憎しています.

工場数が噌加するにつれ f工場毎の品質に格差が生じているJ、f併の産地は広当に県産なのか」等の

疑いの戸が聞こえはじめてきました.

そこで、平成 16年度に認証制度の信頼性をより高めるため、改革検討部会を立ち上げ認証制度の検

制を行い、平成 17年 5月から新たな認証制度として再スター卜したところです.

r'  6. 2 飽匝基準等の改正を行い、!!l1iI製品目品質を確保

6. 2. 1 認値基準的政正同容

1 ) 天然乾燥材については、工場認証を廃止し製

品認証のみで認証を行う(今まで認証してい

なかったカ ラマツの天然乾燥材も製品~1iE

で認慨を行う). 

2) 心持ちアカマツ材の古水率規定を、心持ちカ

ラマツ材と同様の 15%以下にする.

3) ，k:厳豊臣、広蛙樹材{フロ一世ング、家具)、

下地材、デッキ材を認証品目に新たに追加.

4) 仕上げ材、粗仕上げ材とも乾燥桂の挽きrd:し
等の寸法修正がなされていることを条判と

する(布図を書1m.

-9ー

『仕上げ材』と「組仕上げ材J

..崎 L) ABd
，
 

f
 

• 
a
 

.・..賓室.--. .c鳴ヨ..危.。
t程ぃ・・の.~J L.J t>>嗣・L・・

圃
」認証製品 f.二=二、

司...ー宅t :，.~-銅エ.'，

r・.7/1..ヲル》

司EIt."'-.":""1ー掴z.， 
...ザラザ"

， 



技術情報 No. 124 

6.2.2 製造基準の改正

認証工場は認旺製品の具体的な製造工程(製造法準)を作成し、製造工程を明確化。

6.2.3 検査体制の充実

認柾検査は事務局が検査員として実施してきたが、より客観的な検査を行うため、検査員を外部団体

へ委嘱して実施することとし、当而 16年度は県林務部が検査員として検査を実施.

6. 3 信頼性の高い草地認恒システムを構築

6. 3. 1 認恒工場における県産素材の入手方法に

ついて

伐採現場から認寂工場までの素材(丸太)の流れ

は保々なケースが偲定されます。県内で素材が流通

して製材業者へ届く流れが一般的ですが、製材業者

が県外にtl1た紫併を買い戻すという流れもあり、こ

の場合は産地柾明書が添付されているものでないと

認柾製品として認めていません。

ただし、県外において製材された半製品(原仮)

を入荷する場合は、産地を施認することが困難であ

ることから認証製品としては詑、めていません。

t震保'"・

県内 県外
a・M 1:. .i! J!:菅

へ

民材費健"，....工s・}

6.3.2 木材市場での産地包lu:O)確保

認証工場が素材(丸太)を長野県蘇林組合辿合会等の木材市掛から購入した場合には.間伐材供給セ

ンタ 協議会が県産材産地夜明を発行するシステムになっており、下図の仕組みにより産地をJS;r正して
います.
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木材市場では、伝票記載の産地名によ

り.県産、県外に丸太を仕分ける.
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6.3.3 飽恒工場における産地の確保 (出荷笹明システムを用いた認恒製品由一元管理化)

認証製品は県産素材から製造されたという産地認証をより檎かなものにするため、出荷柾明書を発行

する事務処理をインターネット上の出荷証明γ ステムを附いて行うよう改正しました.

その仕組みとは、

I )認、紅工場は、毎月主に県産点材の納入状況(県産材産地証明書の綴り)を認紅センターへ報告.

この報告により崎、証センターは、認紅製品の出術証明書の発行を行う際に県産素材が用いられ

たかどうかの.確認を行う.

2)工務庖等のユーザーから総在工場へ認証観品の注文.

3)認証工場は、出荷11lrに出荷証明システムで伝東データの入力送信を行い、出術ナンバーを積

1t~.. *認置Eセンターのデータベ スで出荷ナンパーを使って、認IiU型品の出筒状況を 元管理.

4 )出荷ナンバーを出荷伝烈と飽l1iEラベノレに記縦して出荷し、お客さまからの出荷ナンパーによる

照会に対して製品情報(素材の流通経路、製造工場、製造方法等)の提供サーピスを実施.

f町、

;事!イ
② 注文ar-------.. 
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7 I!IiE制度における今後回取組み

上配のi制度改正は平成 17年 6月から順次運用されており、総粧制度の借頼性は械かなものになりつつ

ありますが 認証製品が個人住宅で一般的に使われるまでには至っていません.今後は、次の取組みに

より認証製品が一般の個人住吉において、建築上さん.工務1百さん、お庖主さんから支持が得られるよ

う体制の躯備を図る必要があります.

I )木材流通業者会員を充実させ{会員噌及び機能強化)、現状では流通に乗りにくい県産材の流

通化。

2)胞紅製品の価格を木楽ネットで公開し、価格の透明化.

3)沼、恥製品を串l極的に活用する、設計士 工務応会員の充実化(会員削).
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